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１ 単元名     「図形の合同と角」 

 

２ 単元の目標 

  図形の合同の意味や合同な図形の性質などに

ついて理解し、合同な図形をかくことを通して

平面図形についての理解を深める。	
 

 

３ 単元の評価規準 

 

４ 単元の構想 

（１）ねらい 

第４学年までに、平面図形の構成要素や位置

関係をおさえ、基本的な平面図形について定義し、

その性質を調べる学習をしている。合同の意味に

関わる活動としては、長方形や正方形を対角線で

２つに切り、ぴったり重なることを確かめている。ま

た、合同という言葉こそ知らないが、日常の生活経

験を通じて感覚として同じ形で同じ大きさの図形が

あることを認識している。 

さらに第３学年では、角の大きさは未習なので二

等辺三角形と正三角形の作図については、３つの

辺の長さを使って学習している。その後第４学年で、

角の大きさを学習し、１つの辺と両端の角を用いた

作図を経験している。この経験が本単元の作図の

基礎・基本となる。 

以上のような既習内容をもとにして本単元では、

図形の合同について理解できるようにする。 

 

 

 

 

	
 

    まず、操作を通して「ぴったり重ね合わすことが

できる２つの図形」を実感させ、このような図形を

「合同な図形という」と定義する。その上で、「頂

点」「辺」「角」という構成要素に着目させ、合同

な図形の性質を調べさせていくようにする。 

    いわゆる「合同な図形の３条件」については、

「できるだけ少ない要素で効率的にかくにはどう

すればよいか」という意識を児童自らがもって試

行錯誤する中で発見できるような展開としてそれを

もとに四角形、五角形に発展させていく。 

  

（２）児童の実態 

   本学級の児童は、また、作図に必要な定規や

コンパスなどの基本的な道具の正しい用い方

を身に付けている。個々の考え方や解決の過程

について、友達に説明しようとする意欲が高い。

解決の過程や考えをノートにかくときは、その

後にノートを用いて友達に説明することを意

識させるようにしている。このことで、友達に

分かりやすく伝えるためには、図や言葉、式な

どを適切に用いて分かりやすく記述すること

を意識し始めてきている。本学習では、自力解

決後に友達と考え等を説明し合う際、共通点や

よりよいと思う点などを指摘し合えるように

していきたい。	
 

 

(３)本単元で育てたい力 

１点目は、これまでの経験から認識している「ぴ

ったり重なる形」について、図形の構成要素に着

目してその関係を整理する力である。 

２点目は、合同な図形の定義を演繹的に活用し

て、図形を作図する方法を考え、それを筋道立て

て説明する力である。その際、最小限の要素で作

図できる合理的・効率的な考えも重視したい。 

３点目は、合同な三角形で明らかにしたこと、つ

まり「合同の３条件」が四角形の場合も適用できる

かと類推したり、一般化について確かめようとしたり

する姿勢である。本時では２点目と３点目を重視し

た指導を試みる。

関心 

意欲 

態度 

合同という観点で図形の性質を見直し

たり、対角線に着目してできる図形を見

いだしたりして、学習に生かそうとする。 

数学的

な 

考え方 

合同という観点から図形の形や大きさ

を決める要素について考え、図形の性

質としてまとめたり統合的にとらえたりす

ることができる。 

技能 

対応する辺の長さや角の大きさを用い

て、合同な図形を弁別したり作図したり

することができる。 

知識 

理解 

図形の合同の意味や合同な図形の性

質について理解する。 
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【３年】 三角形 

【５年】 図形の角 

【６年】 対称 

【６年】 拡大図と縮図 

５ 関連と発展 

 

 

 

 

 

【４年】 角 

 

 

 

 

 

【４年】 いろいろな四角形 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

小
単
元	
 

時	
 学習活動	
 
評価の観点	
 

関	
 考	
 技	
 知	
 

合
同
な
図
形	
 

１	
 

●操作を通して合同の意味を理解する。 

●用語「合同」の意味を知る。 
◎	
 	
 	
 ○	
 

２	
 

●合同な三角形の対応する構成要素を調べる。 

●用語「対応する」の意味を知る。 

●対応する辺の長さや角の大きさの相当を明らかにする。 
	
 
◎	
 	
 ◎	
 

３	
 ●合同な四角形の対応する構成要素を調べる。	
 	
 ◎	
 	
 ◎	
 

４	
 

●合同な三角形のかき方について考える。	
 

●３辺、２辺來角、２角來辺のかき方で合同な三角形をかく。	
 
○	
 ◎	
 ◎	
 	
 

５	
 ●３つの条件では、合同な三角形がかけない場合があることに気付く。	
 	
 ◎	
 
	
 

	
 

６	
 ●適応問題を解く。	
 	
 	
 ◎	
 	
 

７	
 ●合同な四角形のかき方を考える。	
 ○	
 ◎	
 ◎	
 	
 

ま
と
め	
 

８	
 ●既習事項の理解を深める。	
 	
 	
 ◎	
 ◎	
 

９	
 ●既習事項の確かめをする。	
 
	
 

	
 ◎	
 ○	
 

・角の大きさ 

・角の大きさの測り方 

・角のかき方 

・二等辺三角形と正三角形 

・図形の角 

【５年】 図形の合同 

・合同の概念 

・合同な三角形、四角形のかき方、辺や角の対応 

・正多角形の概念、性質、かき方 

・垂直と平行、かき方 

・台形・平行四辺形・ひし形の定義、性質、かき方 

・四角形の対角線の性質 

・線対称、点対称な図形の概念、性質、かき方 

・多角形と対称 

・拡大図、縮図の概念 

・拡大図、縮図のかき方 

 



３	
 

  

７	
 本時の指導（７／９時）	
 	
 

（１）本時のねらい	
 

	
 合同な四角形をかく活動を通して最も少ない

条件で合同な四角形をかくには何が分かればよ

いかを考え、その理由を説明することができる。	
 

	
 

（２）本時の主張	
 

	
 

（３）研究主題に迫るための具体的な手だて	
 

①問題とかかわらせ、問いを引き出す。（つか

む）	
 

	
 	
 導入では前時の学習感想を振り返り「合同な

四角形も描ける、描いてみたい」という意欲を

喚起する。そして３辺の長さが分かれば合同な

三角形が描けていたけれど「４辺の長さが分か

れば合同な四角形をかくことができるだろうか」

という問いを児童から引き出す。児童の多くは、

直感的に「できる」と反応すると思われるが、

実際にかいてみると一つの四角形に決まらない

ことが分かる。「それは何故だろう」と理由を考

えさせることで、あと何が分かれば合同な四角

形の作図が可能になるかという解決の見通しに

つなげていく。	
 

	
 

②既習を活用して解決することを通して、自

分の考えを明確にし、友達と交流する喜び

を味わわせる。（追究する）	
 

	
 ノートには、合同な三角形の作図やその条件に

ついての記述がある。自力解決では、既習を想起

するのにノートを活用させたい。	
 

またノートを書かせる際、その後自分の記述を

ともに友達に説明することを前提に考えをかかせ

る頂点や辺、角等の構成要素を表す言葉や、辺の

長さや角の大きさを示す数値、操作の過程を表す

言葉などを関連付けて説明することを意識させた

い。	
 

また、解決の見通しがもてない児童については、

小集団指導を行い、ヒントをもとに考えさせる中

で児童の「わかった」「できた」を引き出したい。	
 

③友達の考えを解釈する活動を通して、問い

に答えたり、考えを深めたりする。(深め

る・高める)	
 

・1 つの角の大きさが分かればなぜ合同な四角形

がかけるのかを考える。	
 

・対角線の１本の長さがわかればなぜ合同な四角

形が描けるのかを考える。	
 

場面などで、友達の考えを解釈したり、問いを発

したり、子供の反応に問い返したりすることで協

働的に考えを深めていきたい。  

	
 

④まとめたり、活用したり、発展したりする

活動を通して、新たな問いを引き出す。（ま

とめる・ひろげる）	
 

学習のまとめは、各自の言葉でノートに記述さ

せる。その際、「４つの辺の長さ」と「描ける」というキ

ーワードをいれることを示唆する。児童自身の言葉で

書かれた内容から、その児童が本時でどのような思

考をして何を身に付けたかを評価することができる。 

また、学習感想の内容からは、「もっと頂点が増え

た形だとどうなるのか」といったことを書いている児童

がいた場合は、全体で取り上げて評価し、自ら発展

的に考えて進めていこうとする態度を伸ばしていく。	
 

児童は前時までに、三角形の合同条件につ

いて操作を通して理解し、より少ない要素で合

同な図形の描き方や合同な三角形を作図する

技能を身に付けてきている。 

本時では、「合同な図形」の学習対象を三

角形から四角形に広げ、図形の構成要素に着

目しながら「合同」の意味理解を一層深めさせ

る。同時に、「三角形で言えたことが四角形で

も言えるか」というような、明らかになったことを

一般化しようとしたり、自ら発展的に考えようと

したりするなど対象を広げて考えようとしたりす

る、自ら算数の考えを広げ、深める姿勢を育み

たいと考える。 

ここでは、三つの辺の長さが分かれば合同

な三角形が描けたという経験をもとに、四つの

辺の長さで合同な四角形が描けるかを予想さ

せ、確かめさせる。そして「どうも無理だ」という

ことから、「では４辺の長さに何が分かれば合

同な四角形をかくことができるか」という問いを

児童にもたせ、その追究に主体的に取り組ん

でいくようにしたい。 

	
 また、「四角形の場合、なぜ４辺の長さだ

けでは形が決まらないのか」「４辺の長さに

加えて１つの角の大きさが分かればかけ

る」「対角線の長さが分かればかける」とい

うことについて、根拠を示しながら分かり

やすく説明する活動を重視し、考えを深め

ていきたい。	
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８ 本時の展開（７/９） 

 
学習内容（主な発問と予想される児童の反応） 

☆研究主題にせまる手立て 

○支援及び留意点  ◎評価 

叅 

厭 

叡 

１	
 学習課題をつかむ。	
 

Ｔ 前回までの学習では、三角形の合同な図形を描きました。 

  合同な図形を描く時は、何が見つかれば描けるのでしたか。 

Ｃ 頂点です。 

Ｔ 合同な三角形を描くには辺や角をいくつ使えば描けましたか。 

Ｃ ３つです。 

Ｔ どんな方法がありましたか。 

Ｃ ３つの辺の長さを使う方法。 

Ｃ ２つの辺の長さとその間の角を描く方法。 

Ｃ １つの辺の長さと２つの角を描く方法。 

Ｔ さて、この前の授業の最後に学習感想を書いてもらいましたが、Ａさ

ん読んでくれますか。 

Ｃ ～合同な四角形も合同な三角形と同じように描くことができるかな。 

Ｔ 三角形でできたことが四角形でもできるのかという発想が素敵です

ね。同じようにやってみたい人いるよね？三角形みたいに四角形も

合同な図形描けそうかな？ 

Ｃ 描けると思います。 

Ｔ では、描いてみましょう。今日描いてほしい図形はこれです！  

  （図形に４辺の長さが描かれている資料を提示する） 

  今日分かっているのはこの４つです。では、まず描いてみましょう。

時間は２分です。スタート！ 

Ｃ あれ？描けないな。 

Ｃ あっ！できたよ！ 

Ｔ Ａさんすごいね。では、もう一回描いてみよう。 

Ｃ 先生うまく描けない。ずれちゃうよ。 

Ｔ 描けた人（挙手させる）描けなかった人（挙手させる） 

  描けなかった人のつぶやきの中に「ずれちゃう」「Ａの場所がわから

ない」という言葉がでていました。それってこういうことかな？（教具

で確認をする） 

Ｃ そうそう。ぐらぐらしちゃうんです。 

Ｔ 何がぐらぐらしてしまうのでしょう。 

Ｃ 頂点ＡやＤです。 

Ｔ そうなると４つの辺を使うだけでは頂点ＡとＤの場所が決まらないの

ですね。では、今日は４つの辺とほかにあと何を使えばかけるのか

考えてみましょう。 

 

 

 

○既習事項定着状況によって

振り返り内容を精選する。 

○三角形の合同条件を掲示し

ておく。 

 

 

○「三角形の合同条件をうまく

活用すれば合同な四角形も

かくことができるのではない

か」というような子供の問いを

学級全体で共有し、それをも

とにして「４つの条件（４つの

辺の長さ）が分かれば合同な

四角形がかけるのだろうか」と

いう子供の問いにつなげてい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○角が決まらないことがイメージ

できるように図形構成教具を

使う。 

４つの辺の他にあと何を使えば描けるのか考えて合同な四角形を描こう。 

85° 70° 

115° 

７㎝ 

６㎝ 

４㎝ 

８㎝ 

Ａ 

Ｃ Ｂ 

Ｄ 
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追 

求 

す 

る 

２	
 課題意識を明確にして、自力解決する。	
 

≪予想される児童の反応≫ 

【４辺の長さと２つの角の大きさ】 

C１ 

角Ｃを図って描く。辺ＢＣを引き、角Ｂと角Ｃを測る。 

  Ｂから６㎝、Ｃから８㎝のところに頂点ＡとＤをとる。 

  ＡとＤを結ぶ。 

【４辺の長さと１つの角の大きさ】 

Ｃ２-①  

４辺と１角で描く。角Ｂを図って描く。 

  辺ＢＣを引き、角Ｂを測る。角Ｂをもとに辺ＡＢを 

  引く。コンパスで辺ＡＤと辺ＣＤの長さを写し取る。 

  印の交わった部分を頂点Ｄとし、線で結ぶ。 

Ｃ２-②  (角Ｃを使う描き方もある) 

 

【対角線の長さ】 

C３-① ４辺と対角線を使って描く。 

対角線ＡＣを引く。 

   辺ＡＣを引く。コンパスで長さを写し取り、 

三角形ＡＢＣを描く。辺ＡＤと辺ＣＤの長さを 

   写し取り、交わった点を頂点Ｄとする。 

 

C３－②  

対角線ＢＤを引く 

   辺ＢＤを引く。コンパスで長さを写し取り、 

三角形ＢＣＤを描く。辺ＡＢと辺ＡＤの長さを 

   写し取り、交わった点を頂点Ａとする。 

 

○新しく自分ではかったところに

ついては赤色で書き込むよう

にさせる。 

☆見通しの立たない児童には、

小集団指導を行う。 

ヒント 

①「どうして頂点Ａや頂点Ｄの一

が決まらないのかな。」 

②「頂点Ａの位置を決めるには

あと何が分かれば決まるか

な」 

③「頂点Ａが決まりましたね。で

は、頂点Ｄの位置は残りの辺

の長さが分かれば決まります

か。」 

☆Ｃ２の児童には、その児童が

注目した「１つの角」はどこの

角でも言えることか考えるよう

促す。 

☆Ｃ３の考えの児童には、対角

線が２本あることに注目させ、

どちらでもその考えが成立す

る理由を説明できるよう助言

する。「合同な三角形が２つ

できるから」をいう言葉を引き

出したい。 

◎既習を活用して正確に作図し

ている。【技能】 

◎４つの辺の他に何が分かれば合

同な四角形がかけるか考えてい

る。【数学的な考え方】 

 

深 

め 

る 

・ 

高 

め

る 

 

３	
 合同な四角形には４つの辺の長さの他にどのような条件

が不足しているのかを話し合う。	
 

Ｔ それではどのようにして合同な図形を描いたか発表しましょう。 

Ｃ ４つの辺以外にこれを使いました。（使った箇所に赤で印をつける） 

Ｔ Ｂさんはどのようにして描いたのでしょう。 

Ｃ まず、辺ＢＣを測って引いて、次に角Ｂを測ります。そうすると頂点Ａ

の場所が決まります。 

Ｃ 次に角Ｃを測って辺ＤＣを引きます。最後にＡとＤを結びます。 

Ｔ 合同な図形描けましたね。でも、あれ？この考え方は４つの辺を使

っているのかな？ 

 

 

☆一人の児童がすべてを説明

するのではなく、様々な児童

に発表させたり、ペア学習を

取り入れたりして進めていく。 

７㎝ 

６㎝ 

４㎝ 

８㎝ 

Ａ 

Ｃ Ｂ 

Ｄ 

７㎝ 

６㎝ 

４㎝ 

８㎝ 

Ａ 

Ｃ Ｂ 

Ｄ 

７㎝ 

６㎝ 

４㎝ 

８㎝ 

Ａ 

Ｃ Ｂ 

Ｄ 

70° 85° 

７㎝ 

６㎝ 

４㎝ 

８㎝ 

Ａ 

Ｃ Ｂ 

Ｄ 

85° 
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Ｃ 使っているよ。 

Ｃ 使っていないよ。辺ＡＤは頂点と頂点を結ぶだけだから長さを測っ

てないから使ってないよ。 

Ｔ そうか、４つの辺の他に角を２つ使わないとだめなんだね。 

Ｃ 先生そんなことないよ。角１つでもできるよ。 

Ｔ えっ！？そうなのですか。では、どこを使ったのか前に出て印をつ

けてください。 

C （角Ｂに印をつける）	
 

Ｔ みんなさんどう思いますか。描けるのかな？ 

まず、辺ＢＣから始まるね。さっきの描き方と同じで角Ｂをとる。それ

で、頂点Ａは決まったね。あとは頂点Ｄ探しです。でも、もう角使っ

てしまったよ。このあとどうなりますか。角１つで描けると思いますか。

隣の人と話してみましょう。 

Ｃ （ペアトークをする） 

Ｔ １つの角で描けると思った人続きを説明してください。 

Ｃ 辺ＡＤの長さを写しとって、頂点Ａからコンパスで印をつけます。 

Ｔ これで描けるのかな。みんなどう思う。 

Ｃ 次に、辺ＤＣの長さを写しとって、コンパスで印をつけます。 

  そうすると、交わったところに頂点Ｄができます。最後に頂点Ｄと頂

点Ａ、頂点Ｄと頂点Ｃを結びます。 

Ｔ すごいですね。角２つ使わないと描けないと思ったら角１つでも描け

ましたね。４つの辺と角２つ、４つの辺と角１つ、２、１と来たので０は

無理ですか。辺４つはもう使ってしまったので辺だけでは無理です

が、何かいい方法ないでしょうか。 

Ｃ 対角線を使えばできます。 

Ｔ 対角線？どこに引くのかな。前に出て印をつけてください。 

Ｃ （辺ＡＣを引く） 

Ｔ えっ！Ｂさんはこんなところに線を引いたよ。いったいこの線でどうや

って図形を描いたのかな。 

Ｃ （ペアトークをする） 

Ｔ 対角線を１本引いたら描けると思いますか。 

Ｃ 描けると思います。 

Ｃ 描けないと思います。 

Ｔ では、次回対角線を使えば描けるかどうか話し合ってみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆「１つの角が分かれば描ける

よ」という児童の声に「えっ？」 

 「本当？」と問い返し、ペアで

話し合う時間を取り、考えを深

めさせる。 

 

○角Ｃの場合も同様の方法なの 

 で、簡単に確認する。また、角

Ａや角Ｄがわかれば描けるの

かと疑問をもつ児童がいるこ

とも想定し、補助発問を準備

しておく。 

○図形の向きを変えて、１つの 

角の大きさが分かれば、その

角を挟む２辺の位置が決まる

ことを確認する。 

☆「対角線の長さが分かれば描

ける」という児童の声に対して

問い返し、本当に４つの辺の

他に対角線の長さが分かれ

ば合同な四角形がかけるの

か考えを深めさせる。 

○対角線を描き入れて描く方法

が出来ている児童の数によっ

て展開の仕方を変える。 

○４辺のみだと頂点Ｄが決まら

ずぐらぐらしてしまうことが分

かる教具で確認する。 

◎合同という観点から根拠を明

らかにして考えを説明したり、

友達の意見を聞いて統合的

に考えたりしている【数学的な

考え方】 
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９．板書計画	
 

１０．授業を見る視点	
 

① ３つの辺の長さが分かれば合同の三角形を描けるという既習を生かして、４辺の長さを提示し、合

同な四角形を描かせるという導入は、児童の問いを引き出し、合同な図形を意欲的に描かせる上で

効果的であったか。	
 

② 合同な四角形を描く上で、自分なりの考えをノートに記述させたことは、児童に筋道を立てて考え

させたり、表現させたりする上で効果的であったか。	
 

③ 図を使って自分の考えを発表したり、友達の描いた図を読み取ったりすることは、児童の考えを深

めるために有効であったか。また、教師の問い返しは、効果的な場面で使われていたか。	
 

④ その他	
 

	
 

	
 

４	
 学習のまとめをする。  

Ｔ 今日は、４つの辺とあと何を使えば合同な四角形が描けるのかを考

えました。合同な四角形を描くためには、頂点ＡとＤを探すことでし

たね。そして、４つの辺と２つの角を使うと描ける、４つの辺と１つの

角を使うと描ける方法が分かりました。そして、次回４つの辺と角を

使わずに対角線を引いて描けるかどうかを考えてみましょう。 

   では、今日の学習感想を書きましょう。そして、感想の中に対角線

でかけるかどうかの意見を一緒に書いてみてください。 

Ｔ 感想を発表してください。 

Ｃ 今日は合同な四角形を描きました。初めは４つの辺で描けると思っ

ていたけれど、描けませんでした。そして、４つの辺と１つの角で描

けることが分かりました。次の時間は、対角線を使って描いてみた

いです。 

Ｃ ４つの辺と１つの角で合同な四角形が描けることが分かった。対角

線を使って描けるのかなと思いました。 

 

○四角形を描くには、４つの頂

点の場所が決まるということを

確認する。 

 

 

☆学習感想を書かせ、新たな問

いを引き出す。 

６月２４日（水）図形の合同  

                       

  

  

  

  

  

  

  

叟
叉
叢
召
呍
叓
叭
厴
召 

４つの辺の他に、あと何を使え

ばかけるのか考えて合同な四

角形をかきましょう	
 

 

 

４つの辺と１つの角 

４つの辺と対角線？ 

学習のまとめ	
  

４つの辺？と２つの角  
７ｃｍ	
 

８ｃｍ	
 

４ｃｍ	
 

６ｃｍ	
 

辺ＡＤは長さを使った？	
 

結んだだけ？	
 

角Ｂで頂点Ａが決まる	
 

４つの辺と１つの角が決まれば

合同な四角形がかける	
 

４つの辺と対角線でかけるの？	
 

できるだけ省エネで	
 

頂点Ａ・Ｄを探す	
 

対角線	
 


